
第三回TRIZシンポジウム 差異解消2_高原 1

機能とプロセスオブジェクト概念を
基礎にした差異解消方法 ２

高原利生 2007.08.31

1. オブジェクト＝認識できるもの （前々回)

2. 操作可能な変更の型を論理的に網羅したオ
ブジェクト操作 (前回分を今回修正)

3. 新しい機能の実現，問題解決，理想化の目的
設定，オブジェクト操作が統一したインプット
－アウトプット関係によって行える(今回）
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11．オブジェクト，機能

1) オブジェクト＝認識可能なもの

１) 物質 (存在)：システムオブジェクト

２) 「観念」 (存在):システムオブジェクト

３) 運動：プロセスオブジェクト

2) 機能
(基本)機能＝プロセスオブジェクトのプラスの

意味
(副次的）機能＝オブジェクトの属性のプラス

の意味
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属性(オブ
ジェクトの内

容)

全体属性
属性

状態

要素の数

要素間
構造

要素

(構造)

オブジェ
クト (オブ

ジェクト名)

12．オブジェクトの属性



第三回TRIZシンポジウム 差異解消2_高原 4

21．オブジェクト操作
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22．オブジェクト操作
人によるオブジェクト操作 オブジェクト変換

システムオブジェ
クトの属性変更

プロセスオブジェ
クトの属性変更

システムオブジェ
クト削除

プロセスオブジェ
クト削除

型 R: “オブジェクト 1- プロセ
スオブジェクト- オブジェクト
2 モデル”の全てのオブジェ
クト，このモデル全体を，「持
ち込み」「持ち去り」「取替え」 原理 D：全体属性と

そのオブジェクトの
構造の変更が，新し
いオブジェクトの生
成や自身の消滅を
もたらす

型 A: “オブジェクト 1- プロセ
スオブジェクト- オブジェクト
2 モデル”における全てのオ
ブジェクトを他のオブジェクト
を媒介にして操作

プ ロ セ ス オ ブ
ジェクト生成

システムオブジェ
クト生成

原理 U：オブジェクト 1
とプロセスオブジェクト
がオブジェクト 2を変
化させる

原理 P：オブジェクト 1
とオブジェクト 2がプロ
セスオブジェクトを変
化させる

アウトプット
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理想化 タイプ２:

オブジェクト選択，
変更

オブジェクト候
補特定

プロセスオブジェクト削除

オブジェクト属性変更

プロセスオブジェクト生成 新機能生成

問題解決

オブジェク
ト特定

プロセスオブジェクト削除

オブジェクト属性変更

プロセスオブジェクト生成
新機能生成

問題解決

理想化 タイ
プ１

31．差異解消の構造
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32．差異解消の構造

TRIZ 
Tools
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オブジェクトの取り逃がしがない

オブジェクトの属性の取り逃がしがない

オブジェクト変更の方法の取り逃がしがない

差異解消の統一的方法

4．まとめ
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